
1 月 29 日（金） 

本日は「様々なレベルにおける教育問題」のテーマの中でも「幼児教育（Early 

Childhood Care and Education)」を軸として、研修員たちによるディスカッションが行わ

れました。ディスカッションではこれまで行われてきた学習を踏まえて、いくつかの問い

に各研修員のおかれた国の教育状況などを例に挙げながら議論が交わされました。 

 

例えば、「あなたの国では、子ども

たちはどのような遊びを通して、何

を学んでいるか？」という問いに対

しては、日本の事例として森の中で

遊ぶプログラムが紹介されました

が、子どもたちが森へ行くことを許

可されていない地域があったり、そ

もそも森が近くにない地域もあったりします。そういった国々では、テニスなどのスポー

ツを通して、あるいはタイヤを使って遊ぶことを通して、子どもの学びが深められている

ようです。 

 

これらの活動には、共通して子どもの「非認

知的能力（Non-cognitive Skills）」を向上させ

る効果が期待され、これに付随して、議論の中

で「どうすれば学校の中で子どもの非認知的能

力を向上させられるか？」という問いも検討されました。参加者からは「生徒の相互的な

コミュニケーションを活発にさせる」「タブレットを用いることで学習活動が円滑にな

る」という意見が出されました。 

また、ディスカッションの後半では包括

的な問いとして「子どもの発達を保育する

上で、なぜ社会参加がとても重要なの

か？」についても話し合われました。議論

の内容は次第に「社会参加を促すためには

教師が行う教育行為の質を高めるといいの

では」という意見が出ました。「では、教

師の教育効果はどのように向上させること

ができるか」と変化し「教師を能力給にすることによって、教師は自分の生徒により注力

することになるだろう」、「途上国では、教師が家族を養えるように給料を上げること

が、効果をもたらす」といった、教師の待遇に関する内容も話し合われました。 


